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　芝浦工業大学は、創立100周年となる2027年に名実ともに“日本の理
工系私学のトップ”、また“アジア工科系大学トップ10”となる目標を掲げ
ています。そのためには、広く社会から評価を受ける必要があります。そ
して、本法人がどのような努力を積み重ねているかを世の中に見てもら
わなければなりません。その一環として、ここに学校法人芝浦工業大学
「決算のご報告」をもって本法人への更なるご理解とご支援を賜りたくご
案内いたします。
　昨年（2017年）、本学は創立90周年を迎えました。この１年の間に、新設
建築学部が豊洲キャンパスに第1期生を迎え、附属中学高等学校が新豊洲
にてスタートを切ったほか、スーパーグローバル大学創成支援事業での中
間評価ではA評価を獲得、大学入試における志願者数でも本学史上最高を
記録し、社会から高い評価を受けることができました。様々な分野でグロー
バル化や技術の高度化が進む現代社会において、社会は本学をどのよう
な理由で求め評価しているのか、改めて建学の原点に立ち返り、さらなる
教育の質向上を目指し教職学協働で新たな挑戦に取り組んで参ります。
　「理工系を目指すなら芝浦工大」「学生採用なら芝浦工大」と皆様から評
価いただき、自信を持ってお薦めいただける理工系私学のトップランナー
を目指し努力して参ります。
　今後の芝浦工業大学に注目いただき、ますますのご支援ご鞭撻の程よ
ろしくお願い申し上げます。

〒108-8548 東京都港区芝浦 3-9-14
TEL  03-6722-2920（財務部ダイヤルイン）

HPアドレス  http://www.shibaura-it.ac.jp/ 2018.8  3,000

学校法人 芝浦工業大学

理事長 五十嵐 久也

積極的な情報公開に努めています。
本学のWEBサイトにおいても、財政状況を公開しています。事業報告書や予算
書、財務計算書類等を掲載していますので、詳しくはこちらをご覧下さい。

学生・生徒一人につき
1年間学ぶのにかかる経費

（2017年度決算より）

ごあいさつ

教職員人件費
697,600

教職員人件費
776,214

教職員人件費
675,377 収入

学費（平均）
708,354

補助金等
384,606

教育研究・運営費
238,390

施設・設備・図書費
127,420

収入 学費（平均）
746,034

補助金等
419,346教育研究・運営費

290,009

教育研究・運営費
667,778

施設・設備・図書費
111,052

借入返済・利息
65,011

合計
1,823,546円

合計
1,165,380円

借入返済・利息・
その他（将来計画資金等）
89,925

施設・設備・
図書費
9,232

その他（将来計画資金等）
282,105

借入返済・利息・
その他（将来計画資金等）
51,773

合計
1,092,960円

教職員人件費
教育研究・運営費
借入金返済・利息
施設・設備・その他
（将来計画資金等）

教職員に支払われる給料などです。
教育や大学の運営のために使われるお金です。
借りたお金の返済に使われます。
施設の拡充や設備の購入等に使われます。また、
将来のための資金の積立も含みます。

大学 （単位：円）

附属中学高等学校 （単位：円）

柏中学高等学校 （単位：円）

学費（平均）
1,507,159

補助金等
316,387

収入

　学生・生徒1人につき1年間学ぶのにかかる費用（支出）とこれを支える収
入は下記の通りです。収入は、皆さんからの学費、国や地方公共団体等から
の補助金によって賄われています。

TOPIC 3 建築学部建築学科の開設
　芝浦工業大学は、2017（平成29）年4
月に「工学部 建築学科」「工学部 建築工
学科」「デザイン工学部 デザイン工学科
（建築・空間デザイン領域）」の２学科１領
域を統合・再編し、「建築学部 建築学科」
を開設しました。「芝浦建築の歴史と伝
統」を継承し、未来につなげる新しい建築
教育を展開し、人々の役に立ち喜びをもたらす建築に生涯情熱を持ち続け、豊
かな感性と技術力を身につけた高い志を持つ建築の専門家を育成していきます。

　附属中学高等学校は、2017（平成
29）年4月の新豊洲への移転を機に、高
校から1クラス程度の女子生徒を受け入
れました。将来、芝浦工業大学への進学
を目指す理工系志望の生徒として、進路
を明示しながら理系女子を募集するの
は他の学校ではできない本校ならでは
の試みです。併せて、高校入学生（女子だけでなく男子も同数募集）のための
理科実験やものづくり体験を織り込んだ独自のカリキュラムも準備しました。
さらに、入試、行事、クラブ活動、学園生活のほか、制服やロゴマークなどすべ
てを刷新。校名も芝浦工業大学中学高等学校から芝浦工業大学附属中学高
等学校へ変更し、新たな学校へと生まれ変わりました。

TOPIC 2 附属中学高等学校 他に例を見ない
中学男子校・高校共学校の試み

TOPIC 1 創立90周年記念式典の挙行
　2017（平成29）年11月、芝浦工業大
学は創立90周年を迎えました。これを
100周年における飛躍に向けたステッ
プと位置づけ、「創立100周年（2027
年）に理工系私学のトップランナーへ」と
いう目標実現のためのスタートラインと
して、記念式典・祝賀会が11月1日に帝
国ホテルにて挙行されました。当日は国内外から1,100人を超える出席者の
もと、多くの祝意をいただいたほか、数々の顕彰も行なわれました。特に海外
からは、カリフォルニア大学アーバイン校、ポーランドアカデミー科学技術大
学、東南アジア各国代表工科系大学コンソーシアム「SEATUC」加盟校など
の協定校を招き、国際色を豊かにする中で、本学の未来に向かう強い意志を
表し、かつ教職員、校友会、後援会その他関係者との使命を共有することで、
創立100周年へ向けて決意を新たにしました。
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貸借対照表 （単位：百万円）

（単位：％）

収入・支出の推移5年間のグラフ

外部資金の獲得状況

主な財務比率

収入 （単位：百万円）

（単位：百万円）
（現物寄付を除く）

周年記念事業寄付
研究奨励寄付
上記以外の使途特定寄付

学費

手数料
寄付金

補助金

その他

正しくは「学生生徒等納付金」。
授業料だけでなく、入学金や維持料なども含まれます。
入学検定料や証明書発行手数料など。大半は入学検定料です。
現金のみならず、物品を受け入れる「現物寄付」も含まれます。
国庫および地方公共団体より交付される補助金。
経常的経費に対する一般補助や、採択制の特別補助があ
ります。
受取利息・配当金収入や付随事業収入（公開講座受講料、
受託事業収入など）、資産売却差額および雑収入。

　本法人では、教育研究環境整備充実のため、毎年在学生のご父母や卒業生
などに寄付のお願いをしております。２０１7年度も継続的に募集を実施し、個
人、法人ならびに校友会・後援会や柏中高・附属中高各ＰＴＡなどから、計721
件、金額で4億1千万円の寄付を頂戴しました。本法人では、これらのご寄付
を原資として、奨学基金や将来計画基金を拡充し教育研究環境の一層の充
実を図り、優秀な人材を育成することに努めてまいります。本法人の事業にご
賛同いただき、多くの皆さまのご支援を賜りますようお願い申し上げます。

　学校法人芝浦工業大学の２０１7年度の事業活動収入合計は250億1千
万円となりました。そのうち約60％にあたる１４9億9千万円が授業料や入
学金などの学生生徒等納付金であり、続いて約9．3％を占める２3億2千万
円が国や地方自治体からの補助金、そして約4．5％の１1億2千万円が入
学検定料などの手数料収入でした。
　一方、事業活動支出合計は197億6千万円でした。内訳は、教員や職員
の人件費が８4億2千万円、教育研究活動の充実のための費用や学生生徒
のキャンパスライフを応援する費用などで構成される教育研究経費が82
億1千万円などとなっています。
　また、学校法人が教育研究活動を永続的に維持していくために必要とな
る校地、校舎、機器備品、図書などの資産の取得にあてた金額もしくはあて
る予定金額（基本金組入額）は事業活動収入の約19．6％にあたる48億2
千万円となりました。各キャンパスで経年劣化に対応した設備更新や利便
性・安全性向上を目的とした施設改修を実施したほか、大宮キャンパスでの
総合グラウンド整備などの事業にも取り組みました。
　私学を取り巻く環境は一層厳しさを増していますが、経費の削減などの
経営努力をしつつ、教育研究環境の更なる向上に向けたキャンパス整備や
諸設備の充実に努めています。

教職員及び役員の人件費。退職金なども含まれます。
教育研究活動のために直接支出される費用や教育研究
環境の維持・整備に関する費用。学生生徒のキャンパスラ
イフを応援する費用も含まれています。
教育研究経費以外の費用。学生募集経費などが含まれます。
借入金等の利息や資産処分時の廃棄差額（除却損）など。
学校法人が、諸活動の計画に基づき必要な資産を継続的に
保持するために事業活動収入のうちから組み入れた金額。

事業活動収支差額比率
学生生徒等納付金比率
人件費比率
教育研究経費比率
管理経費比率
負債比率
基本金比率

（事業活動収入－事業活動支出）／事業活動収入
学生生徒等納付金／（教育活動収入計＋教育活動外収入計）
人件費／（教育活動収入計＋教育活動外収入計）
教育研究経費／（教育活動収入計＋教育活動外収入計）
管理経費／（教育活動収入計＋教育活動外収入計）
総負債／純資産
基本金／基本金要組入額

2017年度の財政状況 経年比較で見る
学校法人芝浦工業大学 寄付金

（単位：百万円）
私立大学等経常費補助金
その他国庫補助金
地方公共団体等補助金

　本法人では、設置学校ごとに国や地方公共団体から補助金を受けていま
す。国の補助金は主に大学対象、地方公共団体の補助金は主に中学・高校を
対象にしています。特に2017年度は大学において、経常費補助金に加え、
国が重点的に支援するスーパーグローバル大学等事業、地（知）の拠点大学
による地方創生推進事業などの特別補助金を獲得することができました。

補助金

事業活動収入　25,013

※グラフ軸は金額（百万円）を示し、
　グラフの中の数字は構成比（％）を示します。

有形固定資産
特定資産
その他の固定資産
流動資産
固定負債
流動負債

基本金

土地、建物、機器備品、図書など。
各種引当特定資産
敷金・保証金、長期貸付金など。
現金・預金、未収入金など。
長期借入金、退職給与引当金など。
短期借入金、前受金、未払金など。
学校法人が、諸活動の計画に基づき必要な資産を、
継続的に保持するために組み入れた資産や資金の額。

人件費

教育研究経費

管理経費
その他

基本金組入額

支出 （単位：百万円）

事業活動支出＋基本金組入額　24,584
資産の部 負債及び純資産の部
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学費
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その他
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左グラフ：事業活動支出＋基本金組入額　　　右グラフ：事業活動収入
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特定資産
38,756

有形固定資産
65,172

基本金
99,489

流動負債
6,878 固定負債

8,845

繰越収支差額
△1,193

（19,763） （4,821）
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